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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本画像医療システム工業会 (JIRA)

／財団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，IEC 61168 : 1993，Radiotherapy 

simulators－Functional performance characteristics を基礎として用いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本

工業標準調査会は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願

公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 4761 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考） 性能特性値提示のための様式 

附属書 1（参考） 放射線治療シミュレータ－性能特性の指標 

附属書 2（参考） 用語－定義された用語の索引 

附属書 3（参考） JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 Z 4761：2005 
 

放射線治療シミュレータ－性能特性 
Radiotherapy simulators-Functional performance characteristics 

 
 

序文 この規格は，1993 年に第 1 版として発行された IEC 61168，Radiotherapy simulators－Functional 

performance characteristics を翻訳し，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変

更の一覧表をその説明を付けて，附属書 3（参考）に示す。また，1993 年に第 1 版として発行された標準

情報 IEC/TR 61170，Radiotherapy simulators－Guidelines for functional performance characteristics を翻訳し，

技術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成し，この規格の附属書 1 とした。 

 

緒言 この規格は，放射線治療のために用いられる放射線治療シミュレータの性能の公開方法及び試験方

法を明確に規定している。これによって異なる製造業者の機器の性能データ間の直接比較が可能となる。 

この規格には，安全に関する要求事項は含まないので，JIS T 0601 の番号を取っていない。ここには，

放射線治療シミュレータの性能の面及びそれらを提示するときの方法について記述している。また，形式

試験に適した推奨する試験方法と条件も含んでいる。置換可能な他の方法が同等に適用されてもよいが，

放射線治療シミュレータの規定された性能特性がこれらの試験方法と条件とに関連付けられていなければ

ならない。 

この規格に規定された試験は，どの個々の放射線治療シミュレータについてもその稼動寿命(*)にわたっ

て提示した性能に一致していることを確認する方法としては必ずしも適しているとはいえない。 

期待されてもよい数値の指針は標準情報として，附属書 1（参考）の中に与えられている。 

参考(*) 原国際規格の “Workinglife” を稼動寿命と訳した。 

 

1. 適用範囲及び目的  

1.1 適用範囲 この規格は，放射線治療中に照射する治療容積の位置を決定し，治療用放射線照射野の

位置と大きさを確定できるように，放射線治療用放射線ビームを幾何学的にシミュレートする診断用 X 線

装置を用いる放射線治療シミュレータに適用する。 

この規格は JIS Z 4702 : 1999 に準拠する 400 kV を超えない電圧で作動する高電圧装置を用いる放射線治

療シミュレータに適用する。 

この規格は，放射線治療実施前の放射線治療のためのシミュレーションを目的とする放射線治療シミュ

レータだけに適用し，一般の診断目的などのその他の用途には適用しない。 

この規格の要求事項は，次の要素から構成される放射線治療シミュレータに適用する。 

a) 放射線治療用放射線ビームの幾何学的位置をシミュレートする，400 kV を超えない X 線ビームを発生

させるシステム。 


